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毒事p 背痛を訴え， 3日目に頻尿p 排尿痛を来し， 5日
目急に両下肢の運動p 知覚麻痩及びp 尿閉を来した．
始め内科に入院，脊髄炎として治療p 脊椎X線写真で
胸椎に異常を認めp 発病後20日余経過してから整形外
科に転科したが既に全身状態甚だ不良で，両下肢は自
動運動全く不能，腿反射消失，季肋部以下知覚脱失で
手術は行なわず発病後1カ月余で死亡した．剖検によ
りp 第6胸椎椎体の高度の破壊，第6,7胸椎右側方に於
ける膿蕩形成p 硬膜の肥厚と脊椎管壁との癒着この高
さ以下の脊髄の色調蒼白及び表面血管怒張，化膿性腎
孟腎炎，感染梓，肝の脂肪変性を認めた．
渋谷茂論文訂正
1009頁下より 3行椎間板 1椎弓板
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